
内
閣
衆
質
一
五
九
第
五
三
号

平
成
十
六
年
四
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
城
島
正
光
君
提
出
第
一
五
九
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
四
月
九
日
受
領

答

弁

第

五

三

号



衆
議
院
議
員
城
島
正
光
君
提
出
第
一
五
九
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
は
、
同
条
第
一
項
に

お
い
て
、
国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
に
よ
る
年
金
た
る
給
付
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二

十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る

額
と
を
合
算
し
て
得
た
額
の
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
に
対
す
る
比
率
が
百
分
の
五
十
を
上
回
る
こ
と
と
な
る
よ
う
な
給
付

水
準
を
将
来
に
わ
た
り
確
保
す
る
も
の
と
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
五

年
ご
と
に
行
う
国
民
年
金
事
業
及
び
厚
生
年
金
保
険
事
業
の
財
政
の
現
況
及
び
見
通
し
の
作
成
に
当
た
り
、
次
の
財
政
の
現

況
及
び
見
通
し
が
作
成
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
当
該
比
率
が
百
分
の
五
十
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
同
条
第

一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
調
整
期
間
の
終
了
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
終
了
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
に
よ
り
当
該
比
率
に
つ
い
て
百
分
の
五
十
を
上
回
る
水
準
を
維

持
し
つ
つ
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
及
び
費
用
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ

一



と
と
な
る
。

当
該
所
要
の
措
置
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
経
済
社
会
の
動
向
を
総
合
的

に
勘
案
し
た
上
で
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
そ
の
内
容
を
特
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
法
改
正
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
状
況
が
生
ず
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

法
案
附
則
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
所
要
の
措
置
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
お
い
て
、
同

条
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
経
済
社
会
の
動
向
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
講
ず
る
も

の
で
あ
り
、
現
時
点
で
そ
の
内
容
を
特
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
法
改
正
を
伴
う
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
の
状
況
が
生
ず
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
政

府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
答
弁
は
、
特
定
の
施
策
を
念
頭
に
お
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
案
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

二



検
討
が
、
経
済
社
会
の
動
向
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
様
々
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
内
閣
の
見
解
と
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。

三


